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なぜこの研究を⾏おうと思ったのか（研究の背景・⽬的）

図1 本研究の全体イメージ図

STED技術による⽣物と無⽣物をつなぐメゾスケール現象の動的解明

●研究の背景
ようこそ︕ 突然ですが、⽣物・⽣命って何でしょうか︖ブラックホールは⽣物︖細胞分裂などでDNAなどが
複製される「⾃⼰複製」を⾏うことが⽣物の定義︖（ヘリクツですが）結晶の成⻑やコピペされた⽂章も「⾃
⼰複製」かもしれない＾＾。うーん難しい。

DNAやアミノ酸が重なったタンパク質などは無⽣物に分類されるが、これがなんらかの関係性をもち、DNAか
らアミノ酸などが作られるようになると、いわゆる「⽣物」らしいものになる。この何らかの関係性を明らかにしたい、
もしくは、そこまで近づきたい、そういう思いでこの研究をスタートする。
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この研究によって何をどこまで明らかにしようとしているのか

●研究体制
A01班 代表者︓⿊澤俊介（東北⼤学）

参画⼤学︓東北⼤学、宇都宮⼤学、⾼知⼯科⼤学
研究テーマ︓⽣物と無⽣物をつなぐ軟X線励起発光体とSX-STED技術の確⽴

A02班 代表者︓⽥上周路
参画⼤学︓⾼知⼯科⼤学、徳島⼤学
研究テーマ︓光相関イメージングによる微弱蛍光画像の⾼速取得

A03班 代表者︓⽶⽥ ⻯⾺
参画⼤学︓埼⽟医科⼤学
研究テーマ︓分⼦化合物から細胞内構造体に⾄るメゾリンク -メゾスケール構造体の形成機構解析-

http://yoshikawa-lab.imr.tohoku.ac.jp/personal/kurosawa/sted/index.html
（暫定）ホームページ等

●研究の⽬的・⽅法
どうやって明らかにするのか︖それはDNAなどの⼩さいものが「働いている」姿を観察するのが⼿っ取り早い。そ
こで、そのための検出器を作るというのが⽬的。具体的な⽅法は図２の通り。

●本研究の先にある明らかにする点・期待できる点
⾮破壊検査は、X線やガンマ線、中性⼦といった物をすり抜ける⼒が強い光⼦や粒⼦が使われる⼀⽅、その
画像のいわゆる「ハイレゾ化」（位置分解能の向上）には限度があった。可視光付近の光ではこの限界を超
えるためにSTEDという技術が導⼊されているが、これをX線などに応⽤することで、髪の⽑の1000分の1以下
程度の⼩さいものの「営み」を⾮破壊・動いているものをその場で観察して、その挙動を明らかにする。
顕微鏡の開発によって、微⽣物などの学問が花開いたように、この⼩さい世界の挙動の解明が、新しい現象や
⽣命活動やその他の「⼒」の動きの発⾒につながると期待し、量⼦論的効果の⼀歩⼿前の「⼩さきもの」学が
誕⽣するのではないだろうか。
また私たち⼈間や⼤きな橋やビルも、⼩さな細胞や結晶の集合体であり、その⼩さい単位がどのような挙動を
⽰すかを⾮破壊で観ることで、⼤きなものがどのように構成されているかを⾒れれば、ものの本質のとらえ⽅に変
⾰が起き、例えばウイルスから⼈を守るなどの社会的な貢献も期待できる。

図2 本研究の全体の活動内容の概念図


